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在中国対多品神小批量生庁的対策





























































要量汁伺ト（MRP ）、 数控机床（NC ）、柔性自前化等手段（見圖1 し 但在巾
国，目前主要采取了成姐技木逮神方法。







大 ：逼 埴 生戸

























推行GT 付，首先制定GT 零件分炎論碍系銃。 根据GT 編碍系銃的分
炎，将相同和相似的編碍的零件旧井力一m.，将逮些圖紙按GT 編碍的順序送





















































































中 国 に お け る多 種 少 量 生 産 へ の 対 策






























































産 サ イ クル が長 くな っ た。 す なわ ちレ 企 業 の新 製 品 開 発 ， 生 産 性 の向上 ， 品
質 の保 証 ・ コ ス トの 低 減 など に多 大 な影 響を 及 ぼ し た 。
3. 多種少量生産ぺの対策－ グル ープ ・テ クノロジ イ
（GroupTechnology －GT ）
上述のように，多種少量生産はいろい ろな欠点があるが，この ような生産
形 態を避げ ることは困難であ る。勿論，世 界各国におい て，多 種少量生産に
対して種々の対策が講じられてきた。た とえば， インダストリアル・エンジ
ュアリン グ（IE ）,グル ープ・テ クノロジ イ（GT ），部品 中心生産 （POPS ），
資 材所要量計画（MRP ），NC 工 作機械,FlexibleAutomation などが挙げ
られる（図1 ）。 なかで 乱 現在中国 では盛 んに グル ープ・テ クノロジ イが
採用されている。GT
では，多 種類の製品・部品を形状 ・寸 法・加工 法な どの類似性に基づ
い てグル ープ に集約し9 部品フ ァミリー" としで グル ープ”を組みJ設計
を標準化 ・合理化し，各 グル ープに適 切な生産設備 と治工具を充てる。す な
わち段取時間，工程運搬，加工待ちを短 縮し，無秩序に 個別的に生産する場
合 より大きな ロット数で，大量生産方式 に近い効果 を与え，生産性の向上を
目指す多 種少量生産技法がGT である 。GT
は1950 年代の初期， ソ連のミト ロフ ァーノフが，部品の類似性に基づ
くグループ分けを 行ったこ とに始 まる。1960 年 代にはヨ ーロッパ各国で，次
いで日本で，そし てアメリカ合衆国で組織的な活動が行 われるに至った。



































： 連 続 生 産
実： 見 込生 産





































レ イアウトは伝統的な機種別レ イア ウトとは異な る。 一 般に ①GT
ライン，②GT セル,（3）GT センタ ー， の3 つの方 式があ るが， 中国では
主にGT セルの方式が採用されてい る。この方式 では，以下 の効果が期待で
きる。
・ジョブぱ ロット の形で運搬す る必要がない。
・仕掛 品が 減少する。
・運搬経路 が短 縮する。
・生産 サ イクルが短縮す る。 ニ
・コスト計算，計画管理，品質管理が容易になる。
・多 能工 の養成ができる。








'86 と'85 の 同期 の比 較 '87 と'86 の同期 の比較
生産量の向上
生産高の向上













































概念に基づいて，コンピュータ援用設計 べCAD), コV ピュータ
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援 用工 程 設 計 （CAPP ）. コ ン ビ・ － タ援 用 生 産 （CAM ） な ど が 密接 に
統 合化 され， 技 術 革 新 が 推 進 さ れて い る。
